
「教育現場における低エネルギーX線を対象とした放射線安全管理に関する専門研究会」 

令和元年度第一回会合 議事録 

 

○日 時：令和元年 5月 17日（金）10:00～12:00 

○場 所：東京都千代田区内神田 3-16-10 金剛ビル４F 貸し会議室 

○出席者 

委員 

秋吉 優史（大阪府立大学 放射線研究センター） 

伊藤 照生（東邦大学医療センター佐倉病院 中央放射線部） 

榎本 敦（東京大学 医学系研究科 疾患生命工学センター 放射線分子医学部門） 

橋本 周（JAEA 大洗研究所放射線管理部 環境監視線量計測課） 

スカイプ参加委員 

大谷 浩樹（帝京大学 医療技術学部 診療放射線学科） 

藤淵 俊王（九州大学 医学研究院保健学部門） 

古田 琢哉（JAEA 原子力基礎工学研究センター放射線挙動解析グループ） 

オブザーバー 

加藤 昌弘（産業技術総合研究所 分析計測標準研究部門 放射線標準研究 G） 

山口 一郎（国立保健医療科学院 生活環境研究部） 

増子 寛（島津理化 開発課） 

スカイプ参加オブザーバー 

松浦 寛人（大阪府立大学 放射線研究センター） 

 

議題 

・全員の自己紹介を行い、専門分野の確認を行った。 

 

・研究会趣旨、現状の説明と研究会で達成すべきタスクの確認 （秋吉） 

  30分程度のプレゼンによる現状説明と問題点の確認を行った。 

 

・役割分担確認 

  本専門研究会では防護量評価と、線量拘束値、X線装置の法令適用について検討を行う。 

  防護量評価については PHITS コード開発グループの古田委員を中心として進めていく。

計算にどのような情報が必要か提示頂き、クルックス管プロジェクト Task1, 2 で実際の測

定値を収集して計算に組み込んでいく。 

  線量拘束値の議論と、X線装置の法令適用については関連している内容であり、山口先生

が整理を試みた資料などを元に、検討を行う。各委員は関連する様々な事例について情報

収集を行い、報告として取りまとめて研究会で紹介を行い各委員が情報共有を行う。 



 

・次回研究会日程調整 

その場での調整には至らなかったため、後日メールなどで日程調整を行う。 

参考（全て東京での開催） 

6/13 水晶体ガイドライン作成検討会（13:30-16:00） 

6/16 放射線教育フォーラム勉強会（13:00-17:00） 

6/20-21 保物の企画シンポジウム（17:00まで） 

6/27-28 JRSM 6月シンポジウム（15:30 まで） 

7/5 アイソトープ・放射線研究会 公開パネル討論（クルックス管関係は 12:00まで） 

 

・次回研究会での報告者、もしくは外部からの演者の検討 

 山口先生（オブザーバー参加であるが、講演者として招聘する）に現状の法令解釈と、

海外の規制事例の紹介をして頂く。 

  古田委員に、PHITS コードでの低エネルギーX線の防護量計算をどのようにして実装す

るのか、これまでの研究事例などを交えて説明して頂く。 

 

・予算の使途確認 

 年間 10万円の予算が保健物理学会から付いており、研究会自体の活動に必要な経費を拠

出する。今回の会議費として以下を計上する。 

Amazon Skype スピーカーフォン、ヘッドセットマイク ¥5,879 

Spacee 神田近傍会議室予約 5/17 9:30-13:00 ¥2,990 

 

・方向性について 

X線装置に該当し管理が必要であるかなど、法令上の検討、今後の規制への反映など必要

な部分が多々あるが、まずは今現在全く管理されていない現場の先生、生徒が受ける線量

を把握し、必要があれば線量を低減する策を講じることが急務であり、現場からの要望が

表出されないままで規制整備を目指すことが難しいことから自主的な管理ガイドラインと

いう形での標準化を行う。 

 金銭的な余裕があれば低電圧タイプの装置に買い換えるのがベストであり、理振の制度

（半額が国、半額が地方自治体）やふるさと納税制度などの活用を呼びかける。一方で既

に相当線量を低減させることが可能な暫定ガイドラインや、更なる低減が可能なガラスの

水槽による遮蔽などが提案されており、これらの有効性や実現可能性を実態調査や意識調

査により確認していく。これらの調査については専門研究会そのものではなくクルックス

管プロジェクト Task1,2 において実施し、その成果を研究会にフィードバックする。 

 リスク管理に関して社会的な課題を扱うので学校現場だけではなく市民団体など関心を

持っている方々からの意見を取り入れていく必要があるが、どのような形で意見を取り入



れていくのかを検討していく。 

 また、将来的には IRPA などに協力を得て、国際的に協調した取り組みにするため、情報

収集を行っていく。本年度の ICDA-3, SSD-19 などには複数の委員が参加し、秋吉はクル

ックス管に関する発表を行う事で問題の周知を図る。IRPA-15 が 2020/5/11-15 に韓国で

開催されるため、こちらへの参加についても検討を行う。 

 

以上 


